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鳴門教育大学生における，小・中学校で受けた理科授業に対する印象とよりよい理科授業作りに対する意識調査
佐 藤 勝 幸＊，奥 野 景 子＊＊
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鳴門教育大学研究紀要
第２１巻 ２００６１．はじめに
理科嫌い，理科離れが報告されて久しくなるが（久田
ら１９９７，藤田ら１９９６），児童・生徒の理数科における学
力の低下傾向がみられようになった。教員養成を目的と
する本学でよりよい教員を送り出すためにはどのような
大学教育が必要か，どのような指導が適切かを検討する
必要がある。そこで先ず，本報告では大学２年生を対象
に小学校および中学校の理科授業に対する印象を調べ，
理科とはどんなものかという印象，および理科の面白い
点やつまらない点を明らかにした。また，よりよい理科
の授業を行うには，どのようなことをすべきかについて
も調べた。理科の印象については，小学校から中学校に
進むにつれて，理科に対する苦手意識が生じているこ
と，理科という教科の面白さを学生は把握しているが，
内容が深化すると興味を失う分野が生じること，小・中
学校での学習時間や学習内容と，理科そのものの面白さ
を満喫することとが相反することであったことなどが明
かとなった。一方，よりよい理科授業には基礎的な知識
ばかりでなく幅広い知識の獲得やさまざまな教育方法の
工夫を行う必要性を感じていることが確かめられた。得
られた結果を基に，記述された内容やその項目に対する
性差もあわせて考察した。
２．調査対象と方法
調査は，平成１７年４月１３日，本学２年生（一部修士課
程１年生を含む）１４７名（男子５８名，女子８９名）を対象
に３０分間で下記の質問について，自由に記述する形で回
答してもらった。回答は複数記載している場合や無記述
の場合もあったため，すべてのべ数で数えて処理をし
た。記述内容は以下の通りである。
１．小学校や中学校の理科に対する印象を答えてく
ださい。
＊＊鳴門教育大学自然系（理科）教育講座
＊＊鳴門教育大学学校教育学部―１１では小・中学校の理科授業に対する印象を，２，３
では理科という科目の特徴を，最後に４では，教師とな
るための意識を調べるための質問である。これらによ
り，小・中学校で受けてきた理科授業の様子，理科に対
するイメージや現時点で教員となるための意識を明らか
にしようとした。得られたデータは全体と性別に分けて
集計され，検討された。
３．結 果
 小学校の理科授業に対する印象
全体として２１０の回答，うち男性８０，女性１３０の回答が
得られた。各項目は以下の通りで，内容から２３項目でま
とめた。５０～６０％の回答が野外実習・実験を印象に持っ
ており，女性の３回答のみが実験に対して「難しい」と
いうマイナスイメージであったが，ほとんどは好印象で
あった。実験に続いて「身近なものを扱った」（約１０％），
２．理科の面白い点を箇条書きであげてください。
３．理科のつまらない点を箇条書きであげてくださ
い。
４．よりよい理科の授業をするにはどんな勉強が必
要だと思いますか。
野外実習・実験，身近（自然）なものを扱った，遊
び感覚であった，体験から学んだ，楽しい，わかり
やすい，児童の興味を持たせる，分野に分かれてい
ない，印象なし，グループ活動，自ら学ぶ，時間に
余裕，知識が増えた，道具の使い方を知る，苦手意
識なし，ノートをとる，生命の尊さを学ぶ，演示実
験，自らの興味から学ぶ，［実験がつまらない］，［暗
記ばかり］，［実験が面倒］，［実験結果と覚えること
は別］
［ ］はマイナス印象（以下同様）６２―
佐 藤 勝 幸・奥 野 景 子図１ 小学校の理科授業に対する印象「遊び感覚」（約８％），「体験から学ぶ」（約６％）であ
り，これらで印象の大部分が占められた。性別による違
いはほとんどみられなかった（図１）。マイナス印象として
は，上記の４項目であり，合計しても約２％程度であっ
た。したがって，小学校の理科授業に対してはおおむね
好印象であり，遊び的要素を入れながら実験・観察の体
験を通して学んでいる様子が明らかとなった。
 中学校の理科授業に対する印象
男性７１回答，女性１３６回答，計２０７の回答があった。２９
項目（以下に示す）に分けた。「実験」，「内容が専門的」，
「教室での講義的な授業」の３回答で全回答の４０～６０％
を占めた。これらに対する印象はいずれも好印象である
９―１が，女性の２回答で実験に対して「多い」などマイナス
印象があった。上記したのように，全体としてマイナス
印象を表す回答が多くみられ，これらを合計すると全体
では３９％，女性では４５％，男性では２７％であった（図２）。
性別でみると，「内容が専門的である」，「理論的になる」
と「難しい」などで違いがみとめられた。「内容が専門
的である」について男性は２１％，女性９％であり，同様
に「理論的になる」は男性４．２％，女性１．５％であった。
これとは逆に「難しい」は男性が５．６％に対し，女性は
．６％であった。難しい理由として女性が実験に２回答，
計算に１回答，男性において実験に１回答をあげてい
た。他は理由を特に記載していなかった。さらに目立つ
違いとして「記憶重視」というマイナス印象があり，男図２ 中学校の理科授業に対する印象６３―
鳴門教育大学生における，小・中学校で受けた理科授業に対する印象とよりよい理科授業作りに対する意識調査性で５．６％，女性で２．２％であった。マイナス印象の項目
が中学校理科に対しては目立って増加していることが明
らかになった。また，性別によりいくらかの項目で違い
がみられた。
実験・観察，内容が専門的，講義の割合多い，理論
的になる，話が面白い，自然を論理的にみる，知識
重視，穴埋めプリント，熱心な指導，分野がわかれ
る，印象なし，［難しい］，［説明のみ（実験なし）］，
［難しい分野がある］，［覚えること多い］，［記憶重
視］，［試験重視］，［日常より分離］，［演示実験］，［興
味がなくなる］，［分野がバラバラ］，［暗い］，［理解
が不十分であった］，［余裕がない］，［実験の意味不
明］，［グループ活動の苦労］，［表面的な知識］，［眠
い］，［先生により好き嫌いがでる］
２―１ 理科の面白い点
理科という教科の面白い点をあげてもらった。全体で
５３回答，うち男性８９回答，女性１６４回答あった（図３）。性
別による違いがあまり認められなかったので，全体の回
答のみでみると，「野外実習・実験」（２５％），「実験から
理解や発見がある」（２３％），「知識（身近なものに対し
ても）が増える」（２３％）が大半を占めた。あげられた
項目は１７で，理科という教科に対して特有なものは５項
目程度で，実験や科学的思考に関するものであり，それ
以外は他教科にも当てはまるものであった。あげられた
項目は以下の通りである。
野外実習・実験，実験から理解・発見，知識（身近
なことも）増える，分野がある，解決できる，不思
議なことの解明・感動，知識の深化，生命の不思議
さ・素晴らしさ，実用的，グループ活動，興味が湧
く，器具が珍しい，科学的思考，先生の影響が大，
探究的，意見を交わすこと，計算図３ 理科の面白い点 理科の嫌いな点
全体の回答からみるとあげられた項目は２６であるが，
主な点としては「難しい」（１６％），「計算（公式）・記
号が嫌い」（１６％），「暗記が増える」（１４％）や「興味が
ない分野がある」（１２％）などがあげられる（図４）。これら
は理科嫌い・理科離れとしての理由と考えられる。性別
でみると，「暗記が増える」では男性（１８％），女性（１１％）
で，また「実験が面倒である」では男性（１０％），女性
（４％）で男性の割合が高く，一方「難しい」で男性
（１１％），女性（２０％）で，「計算（公式）・記号が嫌い」
については男性（１３％），女性（１８％）で，同様に「板書・説明のみ」で男性（５％），女性（１１％）で女性の
割合が高くなっている。嫌いな点には性別により差があ
るみとめられそうである。あげられた項目は以下にまと
めた。なお，全回答は１５２で，男性６２回答，女性９０回答
であった。
難しい，計算（公式）・記号が嫌い，暗記が増える，
興味の無い分野がある，板書・説明のみ，実験が面
倒，にがて意識，実験結果がうまくでない，グルー
プ活動の難しさ，実験の説明不足・意味不明，イメー
ジ化が困難，必要性なし，興味がないことをする，６４―
佐 藤 勝 幸・奥 野 景 子図４ 理科の嫌いな点 よりよい理科の授業を行うのに必要なこと
１５１回答のうち，男性５９回答，女性９２回答であった（図５）。
項目は１６で，７項目が理科に対する自分自身の心構え
で，残り９項目が教師となってからの教育方法・指導に
関することであった。以下にその内容を示した。割合の
高い順でみると「知識（実験方法も）・経験の獲得・蓄
積」（全体で２８％），「指導の工夫」（１７％），「実験・体験
教科書を読む，先生の指導に差がある，分野が広い，
生活と遊離，理論的思考が苦手，既知の内容を実験
する，実験が大変，演示実験だけ，学習内容が限定，
授業時間が足りない，実験の内容（既知），実験の危
険性，なし―を取り入れる」（１７％），「児童・生徒に興味をもたせる」
（１２％）であった。自分自身の心構えは３７％，教育方法・
指導は６３％であった。性別でみると，「指導の工夫」（男
性２２％，女性１３％）と「生活との結びつき大切に」（男
性１２％，女性８％）では男性の割合が高く，「知識（実
験方法も）・経験の獲得・蓄積」（男性２０％，女性３４％）
では女性の割合が高くなっていた。自分自身の心構えで
は，男性２９％，女性４３％で女性が高く，教育方法・指導
では，男性７１％，女性５７％で男性が高くなっていた。し
たがって，よりよい理科の授業をするには，指導法の勉
強が大切と感じているが，その傾向は男性の方が強い。
また，自分自身の心構えを考えているのは女性の方が多
かった。しかし，項目別にみると，男性，女性とも「知
識（実験方法も）・経験の獲得・蓄積」が最も大切であ図５ よりよい理科の授業を行うのに必要なこと１６５―
鳴門教育大学生における，小・中学校で受けた理科授業に対する印象とよりよい理科授業作りに対する意識調査ると考えていた。
４．考 察
小学校の理科授業は時間的余裕，遊び的要素などがあ
るためか，大変好印象を抱いていることが明らかになっ
た。実験や野外活動も多く，実体験を通しながら学習し
ている様子がよく理解できる。児童は実験好きであると
いう報告は目新しいことではないが（佐藤２００４），本研
究でも確認された。一方，中学校の理科授業では，小学
校の理科授業ではあまりみられなかったマイナス印象が
みられた。これは学年が進むにつれて理科嫌いが増える
傾向があるという報告（久田ら１９９７，藤田ら１９９６）と一
致する。また，その理由としては難易度があがること，
取り付きにくい分野があることや記憶しなければならな
いことなどがあげられた。難易度があがることは別な言
葉でいえば「専門的になる」あるいは「理論的になる」
にあたるといえるが，この別な言葉での回答はどちらか
といえば好意的な意味合いであげられていた。したがっ
て，専門的・理論的になるが，分野によっては苦手意識
が生じると考える方がよいと思われる。性別でみると，
好印象である回答の「内容が専門的である」や「理論的
になる」は男性で多く，マイナス印象の「難しい」は女
性の回答の割合で高いという特徴がみられたが，その理
由は単に調査対象者における理科を得意とするか否かの
違いに起因すると思われる。この違いは性別において一
般的特徴かどうかは不明である。
理科の面白い点については，野外実習や実験，実験を
通して理解や発見ができること，身近なことについて科
学的にわかることができることやそれに伴う感動などが
あげられた。一方，中学校などに学年が進行するにつれ
て，難易度が高くなり，物理などの分野に苦手意識を持
つようになっていた。このような傾向はよく知られてい
る（福岡ら１９９７）。中学校においては，単元内容の豊富
さや時間的制限により十分な理解ができないまま，暗記
知識（実験方法も）・経験の獲得・蓄積，【指導の工
夫】，【実験・体験を取り入れる】【児童・生徒に興味
をもたせる】，【生活との結びつきを大切に】，自然に
興味をもつ，【子どもの視点に立つ】，理科好きにな
る，【教材の準備をする】，【コミュニケーション力を
養う】，理科の面白さなどを学ぶ，科学的思考をもつ，
覚えるより理解する，【生徒の理解を大切に】，観察
力を養う，【体感重視】
【 】は教育方法・指導に関するもの―１するということや将来の受験対策的な学習が増え，理科
本来の魅力を感じられない状況にあることも予想され
る。性別でみると男性は「暗記が増える」や「実験が面
倒」につまらないと感じることが多く，女性では「計算・
記号が嫌い」や「板書・説明のみ」が多くなっている。
「暗記」や「計算」などが理科嫌いの要因の一つとして
既に報告されており（鶴岡ら１９８７，久田ら１９９１），今回の
結果と一致する。この性差による苦手意識の違いは性別
において一般的にいえるものかどうかは今後さらなる検
討が必要である。
よりよい理科授業をするために必要なことについてみ
ると，男性，女性とも「知識（実験方法も）・経験の獲
得・蓄積」をあげている。これは理科という教科が内容
を教える教科であることに起因すると思われる。男性は
指導方法の工夫や生活との結びつきをあげている割合が
高いが，女性は知識の獲得を一番に考え，次に実験を授
業に取り入れると答えている。男性が理科という教科を
身近に感じており，日頃から科学的知識を得ているため
かもしれない。このことは中学校理科に対する印象とし
て，男性は「内容が専門的である」や「理論的になる」
と回答している割合が高く，一方女性は「難しい」と回
答している割合が高くなったことと矛盾していない。
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